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巻頭記事

年初にあたって

一般社団法人日本防錆技術協会　会長
羽田　隆司

巻 頭 言

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては健やかな新年をお迎えに

なったこととお慶び申し上げます。

　本協会は、「防錆に関する調査研究を行う事業」、「防

錆に関する技術者の養成を行う事業」など十項目の事

業分野を定めて活動を展開しております。これらの中

から注目すべき二、三の活動を振り返って今後の課題

を考えて見ます。

　「防錆に関する調査研究を行う事業」では、我が国

における防錆防食に要する費用がいかほどになるかを

調査する「腐食コスト調査研究」を昨年から取り上げ

てきました。過去、昭和 52年及び平成 13年に公益社

団法人腐食防食学会と共同で調査研究を行ってきた延

長です。前回調査から 15年経過したことから平成 28

年度からの取組を計画してきました。今年一月には、

中間報告のまとめを行い、明年３月には、報告書の完

成を目途にしております。

　「技術者の養成を行う事業」の主体となる通信教育

「防錆技術学校」は、昨年も５科 371名の受講者で開

講し、本年３月９日に修業式を迎えます。関係各位の

ご協力を得て継続して多数の受講者を迎え感謝にたえ

ません。是非、今後とも受講者のご紹介をいただきま

すようお願い申し上げます。また、防錆技術学校で所

定の成績を修め、「防錆管理士」に認定された方々で

組織する防錆管理士会では、今年３月より九州支部に

おいて防錆管理士のスキルアップ講座を行うことに

なっております。

　「防錆に関する情報を収集整理する事業」では、昨

年の第 37回防錆防食技術発表大会があげられます。

「東京ガーデンパレス」において開催され、若手技術

者優秀発表賞を継続し、若手技術者の育成に努め、参

加者 283 名と盛況裏に終わることができました。第

38回防錆防食技術発表大会の委員長には、九州大学

大学院　濵田秀則氏（元港湾技術研究所）に継続して

ご就任頂きました。内容の一層の充実を図りさらなる

発展を目指します。

　最後になりましたが、本年も皆様並びにご家族のご

健康と更なるご健栄を心よりお祈り申し上げます。
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新年のご挨拶

窪井　要 *

新 年 挨 拶

*	一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）　理事長

　あけましておめでとうございます、本年もどうぞ宜
しくお願いいたします。
　この度、IPCO は 2017 年９月に法人化し、正式
に一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議（通称
IPCO）として登記されました。初代理事長に選出さ
れた窪井	要より新年のご挨拶を申し上げます。
　21世紀は、先進国を中心に経済成長から経済発展
へと、大きく転換する時期にあると言われています。
これは量的な成長から、質が問われるフェーズに入っ
たことを意味します。持続可能な発展とは何かが問わ
れているのであり、国だけでなく企業経営も持続性が
問題となっています。そんな中、地球環境問題は次第
に深刻さを増してきていて、原因の究明はされていな
いものの 1980 年代から異常気象が頻発し自然災害が
大型化するなど、気象変動の影響が表れはじめてお
り、有効性が見込める対策は打って行かなければなら
ないと言えます。このような傾向を背景に、1992 年
にはリオデジャネイロで地球サミットが開催され、地
球温暖化、酸性雨等顕在化する地球環境問題を人類共
通の課題と位置付け、「持続可能な開発」という理念
の下に環境と開発の両立を目指して開催されました。
この地球サミット最終日にセヴァン・スズキさんとい
う 12歳の少女が行ったスピーチが心に残っています。
一部抜粋します、「死んだ川にどうやってサケを呼び
もどすのか、あなたは知らないでしょう。絶滅した動
物をどうやって生きかえらせるのか、あなたは知らな
いでしょう。そして、今や砂漠となってしまった場所
にどうやって森をよみがえらせるのか、あなたは知ら
ないでしょう。どうやって直すのかわからないもの
を、壊し続けるのはもうやめてください」（ナマケモ
ノ倶楽部HPより）と訴えました。その通りだと思い
ます。また、2005年には京都議定書が発効し、その後、
2016年にはパリ協定が発効となり 2020年以降の地球
温暖化対策が定められ、国際的対策が進展しています。
地球温暖化というグローバルな問題から大気汚染、騒
音問題にいたるローカルな問題まで、企業の在り方を
含めた根本的対応が求められています。

　さて、工業塗装業界として環境対策の具体的取り
組みが必須となった中、IPCOの前身となった任意団
体は 2007 年 10 月に「改正大気汚染防止法対策」の
組織として活動を開始しました。工業塗装業界とし
てVOC削減をどのように進めるべきか、工業塗装の
現場にはどのような削減策があるのかについてアイ
ディアを出し合い、実践し、その結果VOCをどれ位
削減できたのか、その削減量について科学的検証をお
こない、その成果を発信するためセミナーを開催し啓
発してまいりました。そんなルーツを持つ IPCOは現
在も全国各地で開催されるVOCセミナー等の講師を
務めています。
　「一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議」
（IPCO	=	International	Promoting	Council	of	Industrial	
Coating）という団体名の通り、工業塗装を国際的な
視野と広がりの中でレベルアップさせるために幅広く
活動をすることを目的としています。実際、中国北京
で行われたVOC対策セミナーに講師の派遣を行って
いるほか、メキシコ、ポーランド、韓国、フィリピン
等で工業塗装の環境対策について指導を行っていま
す。「推進会議」としたのは、工業塗装の高度化には
業界のみならず、学術界、行政など幅広い立場からの
参画が必須と考えたからであり、理論的な裏付けはも
ちろんのこと、実効力、実証力そして検証力（やって
みよう、試してみよう、そして確かめながら前に進ん
で行こうというSPIRIT!!）をその最も重要な活動の推
進力として行く必要があるという考えからです。工業
塗装に携わる我々自身が積極的に高度化を推進し、究
極の成果である地球環境を守り明るい未来に貢献する
ことを実現して行く。この理念に賛同いただける方は、
個人、団体、企業を問わず自由に参加して頂けるよう
になっています。名称が示す通り、活動の核は「工業
塗装の高度化」です。IPCOの考える高度化とは、工
業塗装産業が地球環境に与える負荷をいかに少なくし
資源を有効に活用するかについて議論し、研究、検証
し、実行することを指します。直近の問題とその解
決策として、シンナー使用による溶剤系塗料からの
VOCの発生をいかに極小化してゆくかという研究を
行うと共に、小さなエネルギーとできる限り安価な装
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置でVOC自体を処理するメカニズムの解明と装置の
開発を行っています。同時に、工業塗装産業がいかに
モノづくり産業全てに対し必要不可欠で大きな役割を
担っている基盤技術であるかについて工業塗装産業の
みならず塗料産業、塗装機械産業の方々と力を合わせ、
心を一つにして社会的責任を果たす事業者の業界であ
ることをアピールし、正しい認識を持っていただく行
動をとって行きたいと思っています。
　また一方で IPCOが目指す工業塗装の地位向上と
は、工業塗装の現場で汗をかき、持てる技術を余すこ
となくい注ぎ込み塗膜を生み出している技術者が、胸
を張って「私は塗装技術者です !!」といえる世界を作
り出すことです。昨年のこと、九州にある同志の工場
を訪れたとき、この夏はとても暑く、現場は一時的
に 40℃を超えたと聞きました。そんな中でその技術
者は自らのプライドを貫き、淡々と製品を塗り上げる
ことで客先満足を勝ち得ていました。IPCOは彼らの
ように現場で汗をかく技術者が生み出す付加価値につ
いて、塗装にかかわりの薄い社員でも知っている、そ
して社会にも適正に評価され、その努力に見合う敬意
と対価が与えられることを目指します。それには、工
業塗装が地球環境に及ぼす影響についてしっかりと把
握し、その原因と対策を検討して、具体的なアクショ
ンをすること。それと同時に、工業塗装という技術
が、耐久消費財等のライフサイクルを飛躍的に伸ばし
ていることをわかりやすく数値化することで、塗装技
術が資源の保護と有効活用に寄与していることを発信
して行くことが必要であると考えています。また、意
外と一般認知されていない塗膜が製品の美しさという
付加価値を生んでユーザーに感動を与えていることを
しっかりと伝えることも大切であり、その伝え方につ
いてもしっかりと議論し行動してまいります。

　具体的なアイディアとしては、塗装技術の素晴らし
さを一般の方々にも知って頂けるようにするために、
塗装技術に直接触れて頂けるワークショップの開催
や、塗装の歴史・技術・未来について一般向け講義を
行おうと考えています。また、今年３月７日に恵比寿
の塗料会館にて「第１回	IPCOカンファレンス　工業
塗装と環境技術」を開催します。ここでは、IPCO会
員による環境技術についての講演と展示を通じて、工
業塗装が直面する諸問題をどのように解決して行ける
かについて情報を発信して行きたいと考えています。
また、工業塗装に関わる企業の業務クオリティを客観
的に判断できるような認証システム等を構築し、どれ
くらい信頼できる環境対応及び生産管理をしているの
か、発注企業が適正に比較できる仕組みづくりを行い、
正しく努力する会社の営業の一助となれるようにして
ゆこうと思っています。それらの活動により、塗装技
術の素晴らしさを数値化し誰にも分かりやすく発信し
て行くことができると考えています。また、IPCOは
塗装が及ぼす環境負荷に対して、真摯に向き合い、解
決策を導き出す努力をすることは今を生きるものの責
務と考え、IPCOに集う技術者、研究者と共に解決策
を見出す努力をしています。そして、塗装技術が新た
な付加価値を生み出すための支援をし、この技術の素
晴らしさを世界に向けて発信していく所存です。これ
からも、IPCOの素晴らしい仲間と共に、未来の世代
にできるだけよい環境の地球をバトンタッチすると同
時に、工業塗装の明るい未来を目指してまいりますの
で、皆様のご協力とご参加をお待ちしています。
　結びになりますが、新しい年が素晴らしい一年にな
りますよう、皆様のご健勝とご発展をお祈り申し上げ
ます。




